
l窟
季 刊 第 22巻-Ⅰ

森 川 痩 せ 樽 士 せ 帝 私 有 試 金 班

原 著

1. モモシンクイガのJm卵選択牡について 祁 l:ユ正 三 1

2･ アズキゾウムシの刑鮒におj:はす触lll除-1三の建坪-･-･･-- ･--･-坂上 昭 一･ 10

3. 日本産広昭亜目の卵

4･ アカイエカ幼虫の肺砕牧の色変について

'1,Lm久二雄 13

松原 弘 道 19

5･ 表関々作ダイズにおけるダイズネモグT)バ工の発生について-･-･･-･JR辻鉄太郎 24

6. 北棺道におけるタネバエについて 'itl:･桜井 約 29

7･ 稲の栽培条件とイネカラバエ被害との関係････-- ･･-･---･･････岡木大二郎 :～:i

8･ 高田地方におけるイネカラバエ越冬lEL･代の動態
m村1rf太郎･出m俊一 ･)'1皇野照一 45

9･ ハエのトラップの設田切所および稲造の効果について- -･大箱柄三郎 ･末永 欽 {･1

10. ニカメイチユウ個体数の長期変動に見られる

ロジスチック性 郡O- 内 円俊 郎 tFj7

ll. BHC乳剤に対するヨトウムシ(BaraEhyabTaSSt'caeL.)の
拭抗力と処理個拝の症状からの回復について･･--石井 仰 ･一昭太良 ･小島馳司 6:～

12. 蛇現の野外にわける概窮

13･ ネッタイシマカの産卵af':ぴに生育に及ぼす水域の
NaCl氾皮の彫哲

深 田 祝 69

小円五 一 74

14. Schradnnの残田招性と殺虫効果との関係について
-----野村軸一 ･柴田忠三 ･山mfl宜 ･松1JTl光gut･鞘m由子 80

財 囲 法 人 防二瓜 群ト.学 研 究 所

筋 都 大 学 内

昭和3等年 等 月





15･ オオニジユウヤホシテントウ幼虫の食性およびその飼育
に関する知見

16. 四国のアザ ミウマ

小 山 良雄 86

只沢三脚93 94

17･ 苗畑に棲息加召するコガネムシ掛 こついて･-- - -- ････--- ･藍 野 祐 久 97

18･ スギ苗畑に機息するコガネムシ幼虫個件数の動き･- -- ･- - - ･小 品 虫 三 104

19･ 滋賀県におけるニカメイガ発生の年次消長について- - ･- ･.･-･･-新 件 友 之 107

20･ 殺虫剤の溶剤の稀剤効果とその連合作用--- ･･---- -酒井清六 ･飛馬前退 113

21･ 蚊幼虫に対する DDT及び BHCの致死鼠に
ついての解析

22･ 甘藷畑におけるサツマイモコン1)ユウセンチユウの
季節的的長について

2･1. 日本産茶蛸害虫目録

林 滋生 ･鈴木 犯 138

磁 化 彦 144

南 川 仁 博 149

24･ ハ.)ガネムシの呼吸に及ぼす温変の彫響･･････- ･- - ･･･.吉田正義 ･江渡次雄 154

L'5: 水稲珪酸と苔虫 節5報 笹 木 繋 159

26･ アオムシコマユバチの寄主体内に於ける密度と
それから羽化した成虫の大きさと生存日数- ･-----･-･松沢 光 ･岡本秀俊 165

27･ 日本に於ける陸稲根アプラムシの球筋とその分布-･･-- --- --田 Fll 正 168

汎 マイサイガ幼虫の成長にともなう粥形の梢大について･･- -- ･- -良 沢 純 犬 176

29･ アズキゾウムシの小豆校内喰入籍鑑が発育,生存乳 羽化成虫の大きさ
および生存口数に机 上ばす播輝･･-･- --- ･-石川良一 ･宮木裕三 ･松沢 詔 1tr.･'

:iO･ウスタビガ Rhodiniafugax越咋卵の OOCに放ける
荘子発育について 桝谷与七郎 ･渡辺宙二郎 185

31･ 発伯Et.琴曲シマトビケラglの防除についての考察･- -- ･- -･･･-･･沖 田 松 Ti7 187

:12･ ワモンゴキプ.)における P32-DFPの分相と代謝について
- ･-- ･弥富百三 ･請JLBi哲夫･兼久勝夫 ･西沢 務 ･成討幻八郎 192

:I:I.水四郷概水に施用した BHC剤のニカメイチエウに
対する防除効恥 こついて･-･-･･････---- ･岡崎勝太郎 ･菊池 実 ･胴迫勝93 196

･14･ 熱拡抗の発達と消失に関する考察

:ほ･ 燐酸耶1鉄の貯穀害虫に対する殺

沿 久 正 夫 199

安 江 安 立 205

;16. メチルブロマイドの測定法の検討--- ･- --･････---白石正英 ･刷 H 旧 208

.'i7. BHC原未申の 2,4.6-Trichlorophenolについて
- --･-･･････-熊沢善三郎 ･榊原 篤 ･巾畠 稔 ･武居三吉 214

38. 柑脳臭素化合物の殺虫効力について･･-･･-- --･-････太田 繋 ･池田安之助 219

39･ 数研0_双効目段園芸書虫について 小 泉 店 治 223

40. α6-DimethylsorbicAcidの LrallS-ConfiguratiorL

に対する化学的証明･･-･･･-･･･-････----非上郷三 ･杉田利夫 ･大野 稔 237

抄 録



Vo7ume･22-I (Quarterly) February,1957

B O.TYU-KAGA､KU
'.'scT'ENTIFfCfNSECTCONTROL"BulletinofthelnBtitllteOfln8cctControl
Editor SankichiTAI(EJ AssocI'ateEdL'Eor SyunroUTIDA

Editorz'azBoard
Minoru OHNo, Minoru N̂ KAJIMA, TaturoI(るNO,.
SumioNAGASAWA, MasayukiHAMAT)A,̀ YuzoINOUYE.

･JubiZeeNumberinthe'ColtmemOratiol10fDr･C･Ha,lLhawaSeverltieLhBirLILday

Originals
～1. 0ntheOvipositionPreferenceofthePeach･Fruit･Moth.

2

3
4

SyozoHUKUSIMA ･1
EffectofAntennとctomizationupontheRcproductivityoftheAzuki
I3eanWeevil,CallosobruchusclzlllenSL'sL.---'･･･--Sh6ichiF.SAKAGAM 10
EggsofSymphytainJapan. KunioIwATA 13

OntheColorChangeoftheTriturated SolutionofLarねe_ofthe
CommonHouseMosquito,Culext･ipiensvar.I,allensCoq.

HiromichiMATSU73ARA 19

5. OccurrenceoftheSoyBeanRootMinerontheSoyljeanplantGrown
astheCatch-cropwithWheat.-･･------- -･TetsutaroSIltIlATSUJt 24

6･ OntheSeedてCOrnMaggotinliokkaido･ 一
･･･-･･--･･-･--･SatoruKUwAŶM̂ &KiyoshiSAKURAI 29
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･ 一Publishedby

THEINSTITVTEOFINSECTCONTROL
Kyoto Universlty

耳yoto,Japan



ト17こ EcologicalStudiesofMay-beetlesintheForestNursery.-･SukehisaAINO.′97

18. PopulationofWhiteGrubshtheNurseryofYoungCederPlant.
KeizoKoJIMA 104

19. 0ntheAnnualOccurrenceoftheRiceStemBorerinShigaPrefecture.
-････---･･-････'････-････-･･･-･･･TomoyukiSHIMnO 107

20.LOntheCarrierEfficiencyandJointToxicActionofInsecticidalSolvents.
･-･--･-----_--SeirokuSAKAI良YosbimichiAsuKA 113

21. AnalyticalObservationsontheLethalI)osesofDDTandBHCto
MosquitoLarvae.-･･･-----････-･ShigeoHAYASHI良TakeshiSUzUKI138

22,0ntheSeasonalFluctuation､ofthePopulationDensityofMeloidogyne
l'TICOgnltaam'tainthe′SweetpotatoField･∴-- --････-TsuruhikoKoNDO 144

2.1.,̂ ListoftheTeaInjuriouslnsectsinJapan.--･･-JinttakuMINAMtKAWA 149

24･ StudiesontheRespirationLOfWireworm atVariotisTemperatures･.
朋asayosiYosIDA良TugioEDO 154

25. Studies｡ntheR｡Iati.nbetween.theSilicacontentiJtheRice-plant

andtheInsectPests･V･･,･･･････････････,･･･- ･･････････KaoruSASAMOTO 159
26. 0ntheRelationoftheLarvalDensityofApanlelesglomeralusina
HosttotheSizeandDuratiol10fLifeofitsAdults.

日日.日.'日.日...HiroshiMATSUZAWA&HidetoshiOKAMOTO 165

27･ Taxohomy′andDistrib,utionofSomeSubterraneanAphidshjuriousto
theUpland-riceinJapanwithDescriptionofaNewSpecies.

TadashiTANAKA 168

28･ OntllCIncrenTentOfSizeofFaecalPelletsfollowlngtheGrowth
inLarvaoftheGypsyMoth,LymanlriadisLnrL･-･- SumioNAGASA.WA 176

29. EffectsoftheI.arvalDensityoftheAzukilieanWeevilonSome
AdultCharacters.･----･-----･RyoichHsHIKAWA,yuzOMIYAMOTO

&IliroshiMATSUZAWA 182

30･ EmbryonalDevelopmentofRhodiniafugaxatOOC･
‥‥‥.........‥.‥YoshichiroIJMEYA皮Ki･LiroWATAN̂BE 185

31.LOntheControlling Measuresofthe Caddis-larvae intheWater
ConduitsofWaterPowerPlants.-･･--_･････------MatsunaeTsUDA 187

3iil. nistriblltionand Metabolism ofP32-hbelledr)FPintheAmerican

cockroaCh,Pe,iplanetaamer.･cano･-･･･.∴･･KisabulYATOMl,TetuoSAtTO,
KatsuoKANEHISA,TsutomuNISHt2;AWA皮HachiroNARUSE 192

33･ liffectof13ttC AppliedinWaterpfPaddyFieldagainsttheRice
Stcm Borer,Chllosup♪ressalisWalker.- I･-･-･--･KatsutaroOKAZAKl,

MinoruKIKUCHI皮Katsuo,FUNAIIASAMA 196Ed
34. Considerationsonther)evelopmentandReductionofHeatResistance.

MasaoKIYOKU 199

35. I.cthalEffectsofFerrousPhosphate(Vivianite)againstthelnse9t
lIestsofStoredProducts. YasunpbuYASUE 205

36. lleterminationofMethylbromide.
....日............I.MasahideSHIROISHI& AkiraHAYAKAWA 208

37･ On 2I4,6-TrichlorophenolinITeclmicalBHC･･･/･･ZenzaburoKUMAZAWA,
LAtsushiSAKAKIBARA,Minoru NAKAJIMA&SankichiTAKEI214

38.0ntheInsecticidalEffectofBrominatedCampholr. ,
...‥‥_.‥‥‥‥.‥..‥HKaoruOflTA皮YasunosukeIKEDA 219

39.NotesonSomeDipterousPestsofEconomicPlantsinJapan.
KenjiKoIZUMt223

40･AnotherEvidencefortheLrallS-Configurationofα8-Dimethylsorbic
Acid.---------･yuzoINOUYE,ToshioSUGITAandMinoruOHNU 227

Review_



亦川 棚士 の舌精 78祝 して

わが応用昆山学の大先Yliである♯JJL'山.-む帖土は防山村Itlを研死所のfllJ立に参如し,良くFJlT_Jは
してその運'E'Sにあたり,本誌の刊行にも位相された.10士は旧和32年2月19日 (1957咋)杏

以てめでたくIb柿のi'1を迎えられて,こゝにわれわれの心からの祝意を誠する次邦である.

畑土は明治20咋2月18日 (1887咋)ll㍑削､新i.EILrA中仙FZl郎中条村田枯木又に生まれ,その

地の小学校,新約爪立小千谷中学校を結え,明治40咋 (1907年)には荊一筋等学校に入り,
43年 (1910年)に刃i'京;.Yj国大学出村大学出学刑へ巡んだ.大正2年 (1913年)卒業,山ちに

大学院に入学,佐々木.rii次郎tt9士の下でE3実兄出挙を邸攻した.大正4年 (1915年)F'Y']lllLr.ミ台

数に大広ミ奨出会の出X研光JL97が川設されるとともに,その良山部の主任として赴任した.大正

9年;(1920年)から2ヶ年余りにわたって欧米に留学,そのIN,主としてアメT)カ合衆国,イ

リノイ大学の Shelrord教授の下にあって昆出生陳芋を研銃した.大正14年 (1925年)には

ナシヒメシンクイムシに関する研光で出学帽士の学位を受け, またrW和10咋 (1935年)には

ニカメイチユウの払払'&蛇 に関する研兜によって日本学抑j協会fiを授けられた. 旧和11咋

(1936坤)には帖じて京敵､打田大学教授に任せられてETjを邦の昆虫学調,盤を出任した.旧和12

咋 (1937咋)にはuLト11111人yJ'山7･:t'学研死所の創_t'Lとともに貯川こ就任した.昭和21年 (1946

咋)にはi;J;都大一tluJ,ヒ坤で柿IT:,統いて仙1億 菜馴 'J学校長として,またf･YJLU大学出学邦長と
してそれぞれのflrJ.tk充血引こJJをかたむけた.昭fn29年以後今日に至るまで, 岡山大学の教授
としてもっぱら昆山'･半の研兜と田村とに寧日もなく活WLiしておられる.

ILワ士はわが凹応JH昆山'半の大先刑で,その永年にわたる研兜生活は火に光輝にfJ.lrJちたもので

あり,相にナシt:メシンクイムシの研兜とこカメイチユウの生態に関する研兜とは国の内外に

･-Cの州 niをうたわれたものである.il淵捌きまた稲作に糾 ､てきわめてilは なこれら2相の臼
山についてのLl三1m'tl考的な研光を行うことによって,その発生予宏iおよび防除の韮雌が紘IIJJ:され

るとともに,当Il.I)の一般拙作'.r山雌 の研兜に新らしい空絹を村き入れてその後における研兜を
tlli池せしめる上に大きT3駄軌力となつT=のである.このような畑土によるu山祝の生態学的研
兜はその他多数の附帆 〃ミ臥 孤児,trl切などのあらゆるu山にわたって行われ一々枚挙にい
とまがない.

fO士はさらにリ三瀬的な防除班についてもだ剛域 心をはらわれ 石灰硫出合札 如 剤,砂地

の浸水にJ:る馴徐,淡蛾の乾熱による削除などの研兜もされている.これら実際的な方向はや

ゝもすれば,跳礎的なFJl.論が忘れられがらになることを大いに城められて,自らこのような即

死を行い,I:JJl;,Nu三の発妃および改良に大きな力を放されたのである.

このように帖-L･は出実見rh'tlとのあらゆる万両にわたって拭い研兜をなされたのであって,こ

のようなことは到蛇3:人のなし柑ることではなく,T=ゞ た 耶ゞくばかりである.

博士の活動は自身の研兜のみにとゞまらず,虫救,帆IL,京都等に如ける永い研究Ll活を通
じて後進の招き馴こも非'i;'fな力をつくされ,そのlTllドからは多くの立派な研兜者,技術者を生み,
博士の示された多万両の'--j考.'llJの謂分野にそれぞれ多くのよき後継者を-ffであげられたのである.

帖士は本年古柿の命に述せられたとはいえ,なおきわめて元端でかくしゃくとしておられる

ことはfiに喜ばしいことである.今後もますますiJ元!'(で)折':l均il!跳として,後進を蛸かjL/I,
ことを切望してやまない次mである.

昭和32年･:2月 (1957年) 武 Ji;一三 詐
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以上のような実験結果からlindaneの移行性が証

明されたものと考えられる
.
(̀瀬田昌之)

ロチノーンのペーパークロマトグラフィー

･ ThePaperChromatography ofR6tenone.
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をWムatemanNo.
1泣紙

上1次元上昇法で
,
､メタノール:ベンゼン:水(5:1

･.
1)-で屈軌呈色検出はEluoresc
Ein-bromine(感･
皮一10γ)か過マンガン顧加里一
(感度5γ)による.
純

rotenoneのRfは0.
86土0
.
01
.
この方法によって
I;
I

2の拾物について枚累を行った;

芸啓粒子(Yambeanseed)I(pachyrrhizuserosus

rotenone,pac
hyrrhizoもe&
Lび恐らく懲化生成物と

考えられる3物質と認定した
.
台湾苛藤(TephroiiaobovataMerr.
)中にrote-

noneを含んでいる専iを新たに見出した.
魚藤中に放けるrotenoneの分布は,.
醍
.
茎皮
,
莱

柄に含み,
劇皮した茎
,
矧こは含まi7J
ない
･

1(大島成義)

編 . 災 後 .､記

･我が国毎応用昆虫学史に位大なJri跡を残されまL{た春川忠吉先生には,このたび,芽Lb放く

古稀D刀を抑迎えになられまLI:1先生は本防虫科学研究所の創設にも参画せられ,理事とし

てその発展に尽された御功机もまた卒れることが出来ません･記念号を編袋していささか祝賀

の志を表し,感謝DLるLといたしたく,昨春計画をたてました所,皆様から多数の論文をお

寄せい13だきました∴これは抄とえに春川先生の御人徳のたまものと存ぜられます･また皆々

様2)抑好意D結果と托く感謝申し上げる次弟でありま.す･何分とも,私共,力足らずして充分

な体裁を整えることが出来ませんでL!たが,皆々様の軌 ､御研究の結果を｣本にまとめて,春

川先生の抑手許にお届け出来るはこびとなりましたことは,非常な喜びであります.過ぎし方

を回想して皆々様からお寄せいただき_ました数々の御好意を感謝いたすと共に,不行届0)点を

お詫びして嗣HSの後記といたします.

昭如32年2)117日印訓 昭和32年2月18t】だ行

･防虫料率 鰐22巻-Ⅰ 定倍 ¥500.

主 幹 武居三吉 Gは者 内田俊郎
.京都右左京良化白IIL 京都大学良撃缶

宏行肝 財団法人 防虫科笹研究所
文部缶左京温ま田大町 I京E:大弟内
(振替口座 ,京E:5899)

I3)別所 大 安 印 刷 株 式 曾 敢
京芯市田昆東九怯西岩木町^
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